
学校番号 3005 

令和 3年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 
電子制御実習
（機器） 

単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書 電気実習Ⅱ（本校編集） 

副教材等 
第２種電気工事士 筆記試験すぃーっと合格（TOOLBOX）、 

技能試験テキスト（電気書院） 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

第二種電気工事士資格試験の筆記試験に関する項目、電気機器・電気応用の講義を行い、模擬試験な

どにより理解を深める。また、実技試験に対しては、公表問題に取組み各自講評を行う。 

電気機器実習は、直流電動機、分巻発電機を運転させ、「電気基礎」「電気機器」の授業内容と実実

習をリンクさせながら生徒の理解状況を把握する。また、進度に拘らず生徒自らが実践しグループと

しての協力体制を築きながら実習を展開する必要があります。また、実験結果からの考察力、適正な

データの整理能力などを身につけ、レポートなどによる発表ができるよう取り組みます。 

 

2 学習の到達目標 

第二種電気工事士の資格合格を目標とし、低圧屋内配線工事に必要な知識・技能を身に付け、法規・

工事図面を理解できるようにする。各種電気機器の使用方法および運転方法を体得する。さらに各種

電気機器に関すると知識と技術を習得することにより、電気技術という観点から広い視野に立って

物事を科学的に判断できる能力と態度を育てる。 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電動機・発電機などの電

気機器に関する事につ

いて関心をもち、運転方

法、諸特性の理解などを

体験的な学習を主体的

に取り組もうとすると

ともに、実践的な態度を

身に付けている。 

電気機器に関する課題

の解決をめざして自ら

思考を深め、実践しなが

ら基礎的・基本的な知識

と技術を基に、技術者と

して適切に判断するこ

とができる。また、適切

な報告書（レポート）を

作成し、実習内容の処理

しそれを表現すること

ができる。 

電気機器に関する基礎

的・基本的な技術を身に

付け、環境に配慮し、電

動機・発電機の諸特性を

実験により習得してい

る。また、実験結果のデ

ータをレポートなどに

まとめるなどの処理・活

用のために必要な技能

を身につけている。 

電気機器の各分野に関

する基礎的・基本的な

知識・技能を身に付け、

適切な運用、取扱いを

理解しており、その実

践が適切であり、現代

社会における工業の意

義や役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

・グループワークに積極

的に参加しているか 

・電気機器について興

味・関心を持ち、取り組

んでいるか。 

・不明な事柄などを自ら

探求しようとしている

か。 

・理論と実際を関連づけ

て授業の内容をより具

体的に理解できている

か。 

・より良い報告書を作成

し、実験内容を適切にま

とめ、自身の知識の習得

に活用しているか。 

・適切な電気機器の取扱

いができているか。 

・動作原理を理解し、正

確な測定値を読み取る

ことができているか。 

・データをグラフ化し、

その特性を適切に図式

化することができるか。 

 

・電気機器の構造、取

扱い方が正しく習得で

きたか 

・実験結果のデータが

どのような意味をもつ

のか考え、科学する力

が身についているか。 

・レポートにより実験

内容を適切にまとめる

ことができているか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



4 学習の活動 

学 

期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

単
元
名 

 
 

 
 

 

学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価

規準 
評価方法 

a b c d 

前 
 

期 

・第二種電気工

事士筆記試験

対策 

 

 

・第二種電気工

事士技能試験

対策 

 

 

・直流分巻電動

機の始動と速度

制御 

 

 

 

・筆記試験の電気機器・応

用分野を講義形式で授業を

行い、模擬試験などで理解

を深める。 

 

・公表問題を実際に取組み

制限時間内に完成できるよ

うにする。 

 

 

・始動器による分巻電動機

の始動方法を習得し、始動

時の電流の特性などを学

ぶ。また、界磁制御法によ

る速度制御について学ぶ． 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

ａ:実習目的が的確に

理解されているか。 

ｂ:各測定器具の取扱

いが正しく理解され、

実際に適性に使用で

きているか。 

ｃ:グループワークに

積極的に参加し、回路

の配線など積極的に

取り組んでいるか。 

レポート提出の期限

を守り、内容が適切に

理解されているか。 

ｄ:正確な測定で正し

い測定値を読み取れ

ているか。 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

後 
 

期 

・直流分巻電動

機の負荷試験 

 

 

・分巻発電機の

無負荷試験 

 

 

 

 

・分巻発電機の

負荷試験 

 

 

 

・単相変圧器の

特性試験 

 

 

・単相変圧器の

負荷試験 

・分巻電動機に負荷をかけ、

励磁電流と回転数の関係な

ど電動機の諸特性を学ぶ。 

 

・電動機により分巻発電機を

運転させ、無負荷時の回転

数・周波数と誘導起電力の関

係などの発電機の諸特性を

学ぶ。 

 

・分巻発電機に負荷をかけ

て、無負荷時に得られた諸特

性と比較し、発電機の電圧変

動率などについて学ぶ。 

 

・変圧器の極性、巻数比を計

測し、無負荷試験、短絡試験

を通して、その特性を学ぶ。 

 

・変圧器に負荷をかけ、その

特性を計測し、効率・力率・

電圧変動率の算定法を習得

する。 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

ａ:実習目的が的確に

理解されているか。 

ｂ:各測定器具の取扱

いが正しく理解され、

実際に適性に使用で

きているか。 

ｃ:グループワークに

積極的に参加し、回路

の配線など積極的に

取り組んでいるか。 

レポートの提出の期

限を守り、内容が適切

に理解されているか。

ｄ:正確な測定で正し

い測定値を読み取れ

ているか。 

実習に取り

組む姿勢・

態度。 

レポート提

出、内容が

適切に理解

されている

か。 

出欠状況な

ど。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 


